
芸 術

１芸術科の教育課程の編成

今回の改訂により、普通科における各教科･科目の履修について、「すべての生徒に履修

させる単位数は、３単位を下回らないこと｡」という規定が削除されたが、各学校において

は、生徒の選択履修の幅をより一層拡大し、創意工夫を生かした教育活動を展開すること

のできる教育課程を編成することが求められている。

したがって、教育課程の編成に当たっては、各学校の実態を踏まえ、生徒が興味・関心

等に応じ、芸術に関する、やIIIを付した科目を選択履修できるよう配慮する必要がある。

また、他の芸術科目の並行履修や次の学年で異なる科目を履修できるよう弾力的に編成

したり、芸術に関する学校設定科目を開設するなど、生徒一人一人が個性に応じてそれぞ

れの能力を伸ばすことができるよう工夫することが大切である．

２音楽の指導計画の作成と内容の取扱い

（１）指導計画作成上の留意点

指導計画の作成に当たっては、各学校の教育目標を踏まえ芸術科の教育目標を具現化

できる内容にするとともに、学習指導要領の内容に沿った計画を立てる必要がある。

今回の改訂においては、中学校の履修においても表現方法や表現形態を選択できるな

ど、これまで以上に一層多様な学習が可能となっており、生徒の能力や興味・関心及び

学習体験が一層多様になることに留意する必要がある。

また、指導と評価が一体となるよう個人カルテやチェックカードを作成するなど、授

業者が創意工夫することが重要である。

（２）内容の取扱い

ア特定の活動のみに偏ることなく、表現と鑑徴にわたる調和のとれた活動、及び相互

に関連した活動を工夫すること。

イ音楽Ｉでは生徒の個性に応じて表現方法、表現形態の選択、音楽Ⅱでは｢歌唱｣、「器

楽｣、「創作」の中からいずれかを選択できるなど、表現方法や表現形態を生徒が適宜

選択できるようにすること。

ウ生徒自らが課題を設定し、解決を図っていく活動を通して、生徒の意欲や主体性を

高め成就感や自信を持たせること。

エ表現領域の「歌唱｣、「器楽」に我が国や郷土の伝統音楽の学習を取り入れること。

オ我が国の伝統的な歌唱及び和楽器を含めて扱うようにすること。

力「視唱力｣、「視奏力」の指導については、単なる技術指導に偏らないこと。

キ「我が国の伝統音楽」の鑑賞を発達段階を考慮し、充実させること。

ク「音楽Ｉ」、「音楽Ⅱ」の鑑賞では、アジア地域の諸民族を含めて扱うとともに、国

際理解の視点から、世界の諸民族の音楽の学習を含めて扱うようにすること。

－４９－ 
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(3)「音楽Ｉ」の年間指導計画（例）

◎中心となる指導内容○関連する指導内容

－５０－ 

学期 月 時数 題材 指導内容 教材

｜表現

ア曲種に応じた発脚の工夫 イ視咄力・祝奏力の伸長 ウ歌詞及び曲想の把握と表現の工夫 エ合咄・合奏における表現の工夫 オいろいろな楽器の体験と奏法の工夫 力曲の柵成及び曲想の把握と表現の工夫 キいろいろな音階による旋律の理解 クいろいろな音紫材を生かした即興的表現
鑑賞

ア向や楽器の特性と表現上の効果 イ楽器の歴史的背景 ウ我が国の伝統音楽の種類と特徴 ェ世界の諸民族の音楽の秘類と特徹
|評価の観点

ァ関心・意欲・態度 ィ音楽的感受や表現の工夫 ウ表現の技能 エ鑑賞の能力

１学期 ４５６７ ４６８４ 
オリエンテー

ション

身のまわりの
音と音楽

アンサンブル

から合ｐＨ・合
秦へ

グループiii(葵

アンケート・小テス

卜

(中学校までの学習
経験を把握）
高校の音楽の位置付
け

生活環境音→サウン
ドスヶープ

自然音から音楽へ

アルトリコーダーの

基礎的奏法の習得

グループ演奏を通し
て主体的な活動を促
す。
個人評価と相互の評
価

先輩の柧奏（テー
プ・ビデオ）
リズムソルフェー

ジユ

木製リコーダーの
扱い方

ＬＤ・ビデオ

竹田の子守歌

ジムノペディ
グリーンスリーブ
ス

アルトリコーダー

小曲巣

○ 

’。’○ ’○’○ ’○’○ ’○’○ ○’◎ 
｜◎’ 

○ 

’○’ 

○ 

’○’○’○ 一○’○ ’○’○ ’○’一○

２学期

０ 

１ 

２ 

８９ 

１ 

１ 

１ 

４８ 

８ 

８ 

４ 

合唱や合奏の
喜びを知る。

独唱にチャレ
ンジ

ヨーロッパの

音楽と歴史

いろいろなス

タイルの発声
と呼吸法

日本の音楽と
アジアの脊楽

壁かな響きとハーモ

ギターの基礎的奏法
と合奏

イタリア語の発音と
発声法

グレゴリオ聖歌・オ
ペラの誕生

バロック・古典派の
音楽・ロマン派の吉
楽・現代の音楽

曲種に応じた発声を
工夫する。

アジアの音楽を学び
斉楽と文化の関わり
を考える。

アニーローリー

ギター・テキスト

Ｃａｒｏｍｉｏｂｅｎ 

ＣＤ・ＶＴＲ

音楽史i飼5１
オーケストラ・ス

コア

リパプリック識歌
ソーラン筋

雅楽・尺八・長唄

ガムラン音楽
シタールの音楽

○’○ ◎｜◎ 

’○’ 

。’ ○一

一○’○’
｜◎ ｜◎’○ ｜◎ ’○｜◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○’○ 

’○’ 

○’○ 

’○’ ○一○
３学期 １２３ 

４６ 

６ 

和楽器に挑戦
箏の音色を味
わい奏法を学
ぶ。

わらべうたを
作る。

まとめ

和楽器独特の音色や
奏法を学ぶ。
(地域の識師に奏法
を学ぶ｡）
グループによる合奏
とクラス全貝の合奏

四音で１１Ⅱ作
作品の発表、相互評
価

1年間を握り返って

箏曲テキスト
きぐら変奏曲

先輩の作品
例「あんたがたど
こさ」など

○ ◎ 

’○ ○’◎ ’○ ○一○ ○’◎ ○’○ ○’○ ○’○ ’○ 
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３美術の指導計画の作成と内容の取扱い

（１）指導計画作成上の留意点

指導計画の作成に当たっては、「生きる力｣の育成を目指している学習指導要領の基本

的な考え方を踏まえ、生徒が自ら課題を決め自ら学習を追求できるよう学習内容や活

動の多様化を図る必要がある。

したがって、「造形的表現・創造力、芸術文化の理解、心の教育｣という美術の科目の

性格を明確にするとともに、美術を愛好する心情と感性を育て豊かな情操を一層養い、

創造的な発想力や「形、色、材料」で表す表現力、個性を生かした豊かな鑑賞力などを

育てることができるよう生徒個々に応じた柔軟な指導計画を作成することが大切であ

る。

また、評価については、作品のみでなく制作過程を重視した評価の観点を明確にし、

生徒の自己評価や生徒と教師が批評し合うなど、指導と評価の一体化を目指した多面的

な評価ができるよう創意工夫することが必要である。

（２）内容の取扱い

ア写真、ビデオ、コンピューター等を利用し、ビジュアル・コミュニケーション能力

の育成のために新設された「映像メディア表現」を積極的に取入れるようにすること。

イ表現分野を選択して扱ったり、互いに関連付けたり一体化したり、「鑑賞｣と合わせ

て扱うなど､学校の特色や生徒の個性を生かした指導が柔軟に行えるようにすること。

ウ我が国及び諸外国の美術文化や表現などの特質についての関心や理解、作品の見方

を深めるなどの鑑賞の指導を充実させるようにするとともに、鑑賞に当てる授業を適

切かつ十分確保するとともに、地域の施設や人材等の活用を穣極的に図ること。

エ「美術Ｉ」は、美術を履修する生徒のために設けられている最初の科目であること

から、中学校美術の学習を踏まえ、「Ａ表現」と「Ｂ鑑賞｣の両者の調和のとれた幅

広い活動を展開し、基礎的な能力・態度を育てるとともに、美術についての総合的な

理解を深めるよう配慮すること。

（３）「美術Ｉ」の年間指導計画（例）

５１ 

学期 )Ｉ 迎数 0１（沁（ＪＨｌｌ） 折導内容 柑導のねあい
予定

時数
荊意事項

期

、

胸

６７８９ｍ 

４ 

５ 

吃１２３

２ 

３ 

４２２４４４ 
２２３３ 

ォＩｊエンテーション

膣Ｔｒピカソについて

表現絵uhj・nlmj像

我乳絵1m十デザイン

･心の風蛾

ＥＴｒｌｌ本焚術のOIIの、然

我現絵1m・InWEを感じて

鍾賞］し代笈術

我現彫刈十デザイン

。Ｉノサイクルアート

爽皿映像メディア
が真・パソコン

共術Ｉのまとめ

・美術の目標と授業内容
･作家研究（ビデオ教材）

・表捕豊かな噸のデッサン

・現在の心境のイメージ化

・色彩と形の平面構成

日本の色彩と形の美しさ

日本美術の変現の特質

。、季を主四とした自由な発想

・作ilh研究
・向己表現手段の広が'〕

我現テーマの明確化

立体述形の工夫

.”耳を主としたコラージュ

IHF間を優り返っての反衙と自己評価

・授業への参加愈欲を高める
・２０世紀を代表するIIllI京の生iIl1を
理解するとともに心伽に触れる。

・観察をj、こて真撃に「I己を兄つ
ぬる姿勢と、素描の技脆を布め
ろ。

・途形嬰素の瓢解と災､LへのIfi忠

をまとめる晩ﾉJを身に付ける。

・生活と自然が．１１本焚衛の我現

とどう関わってきたのかを知る．

・恋脚に応じての災皿方竣の二I:夫

・作稀の心愉.友奥の二1二火を知るとと
い二考え方悪じ方を、党-1.6.

・各日のテーマに従し､色彩やｷｲ科の
生かし方やｔｌ作の方法を与える．

・英術Ｉでの1.Iあの別fliの妃fdを。

ラージュ風にまとめfMl化･ｸﾞろ。
・今後の加作描画へifUけて

健２

催２

我1０

我1４

踵６

糞1４

鐘２

糞1０

災８

塵２

アンケートの記入

艦貧ノートの記入

船華
’ｆス

、木炭、ペン
テル、水彩などの

微々な表現材料

アクリル絵の具
イラストボード

研究テーマ・資料等
パネルにて発菱

水彩、墨．アクリル

槻」Ｔな表現技法

図杏餉の活川

研究リポート

デザインパネル

材料（郎品）収集

インスタントカメラ、

デジタルカメラ
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４エ芸の指導計画の作成と内容の取扱い

（１）指導計画作成上の留意点

指導計画の作成に当たっての考えは「美術」とほぼ同じであるが、工芸の特質である

「創造的ものづくり、芸術文化の理解、心の教育」という学校教育としての工芸の科目

の性格を明確にすることが大切である。

（２）内容の取扱い

模型やレンダリングなどの視覚的情報表現によって、自分の考えや伝えたい内容を表

現し、交流できるように工夫したり、量産を目的とした生産のための制作として新しく

設けられた「プロダクト制作」を積極的に取り入れるようにする必要がある。

「工芸Ｉ」は、工芸を履修する生徒のために設けられている最初の科目であることか

ら、中学校美術のデザイン･工芸や鑑賞等の基礎的な学習を踏まえ、工芸の「Ａ表現」

と「Ｂ鑑賞」について幅広い活動を展開して、「工芸Ⅱ｣、「工芸、」へ発展させる基礎

を養うとともに、工芸についての総合的な理解を深めることが必要である。

（３）「工芸Ｉ」の年間指導計画（例）

5２ 

学期 月 迎数 単元（項目） 折導内容 指導のねらい
予定
時数

ｉＵ意事項

lii期

後期

４ 

５ 

６７８９加皿
⑫１２３ 

２ 

３ 

４２２４４４ 
２２３３ 

オリエンテーション

鑑賞日本の陶芸文化

表現陶土によるコーヒー

カップの制作

表現プロダクト

鑑賞木の工芸

表現木工による時計の文

字強の制作

鑑賞生活と工芸

表現綱組による藤かごの

制作

工芸Ｉのまとめ

･工芸の役捌と工芸学禰について

･伝統的な陶芸について知る。

･素材の特性・iWI作プロセス
･アイデアスケッチ

･成形技法・施釉・焼成

･身の回りの量産iHbへの興味関心
．新しいモノを作り出すための極

想と制作過穏を考える

･模型づくりとｈﾘ意工夫の交流

･日本独自の木の文化に触れる。

･アイデアスケッチ

･ウッドスライスシートの便111法

･塗料の種額と塗装の作業手Hｉ

･生活の中に生きる工芸を学ぶ。

･紫材の特性・基本網成（芯）
･組、鰯み、」'二め等の技法

1年を槙り返っての反省とロ己評価

･作者の心１Wや制作意図に触れ
る

･ひとつの作品（物）を作りあげ
て行くために仮想体険とする。

･11本人と自然の囲わ')を考え
る。

･機能美や手作りの良さを感ず
る。

･今後の創造活動へ向けて

鑑２

鑑２

我1２

表1８

鑑２

表1４

鑑２

表1６

鑑２

画集や愉報機材の利用

劉査研究

木材のIiIi顕と特徴

木工用兵の使い方
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醤道の指導計画の作成と内容の取扱い

指導計画作成上の留意事項

指導計画の作成に当たっては、学習指導要領改訂の基本理念を踏まえ、生徒一人一人

がゆとりの中で楽しみながら書にかかわり、基礎的・基本的な内容を確実に身につける

ことができるようにするとともに、生徒一人一人の興味・関心等に応じ、選択履修や発

展的な学習をすることができるよう留意することが必要である。

したがって、書道Ｉ～ⅡIの必１１参と選択の「幅」を具体的にし、１学期は同一教材によ

る共通課題の学習、２学期はコース制や選択学習とするなど、各学校の実態に対応した

工夫をするとともに、シラバスに基づいたガイダンスを実施して学習目標を提示するな

ど、個に応じた指導計画作成の支援をすることが求められている。

その際、知識の理解や技能的な面の伸長を図るだけではなく、書道教育を通して美し

いものに素直に感動したり、豊かな情操や他者の気持ちを思いやる優しさの育成を図る

ようにするなど、調和のとれた人間形成に寄与していくことが大切である。

また、指導に当たっては、従来の指導観、鑑賞の視点にとらわれず、柔軟かつ幅広い

視点に立ち、書道カード、鑑賞カードなどの活用を工夫しながら、表現及び鑑賞の学習

を生徒主体の学習として推進するとともに､「ものをつくる」という活動の中で､成就感・

完成･途中の喜びを生徒に感じさせる場面を作りながら（指導と評価の一体化)、書道の

学習を通して感性の育成を図るという視点が大切である。

内容の取扱い

ア「書道Ｉ」においては、「Ａ表現」の３分野のうち「漢字仮名交じりの書」が必修

として残ったことの意味を踏まえ、配当時数も他の２分野「漢字の香｣、「仮名の書」

より少なくならないような指導計画を立てること。

また、この３分野の扱いについては、特に順序が示されていないことから、各学校

の実態に応じて工夫すること。

イ「Ｂ鑑賞｣については、「Ａ表現」と相互の関連を図れるよう配慮するとともに、

教材の取材と精選、情報機器や地域の施設を利用した提示方法の工夫、掛け軸や床の

間などといった書を取り巻く文化に対する鑑賞の視点の導入などを図ること。

ウ学習カルテ、書道カード、鑑賞カードなどの作成に際しては、生徒自身が自らの学

習の過程を振り返りつつ新たな課題を見つけられるよう指導と評価の一体化への工夫

をすること。

エ身の回りのデザイン、歌詞、コピーなども取込みつつ、日常生活における書や文字

文化への一層の理解を図るとともに、その取り扱いについては、国語の表現として適

切かどうか十分検討すること。その際、著作権等に常に配慮すること。

オ中学校書写との関連性を踏まえた観点から、小・中学校の書写の中身について十分

理解するとともに、生徒個々の実態に応じた指導計画となるよう配慮すること。

力生徒が書道の学習を通して自我に目覚め、自分の個性と対時し、より主体的な学習

を推進するために、教師の一方的な価値観の押しつけにならぬよう生徒主体の学習を

指向した指導理念を確立すること。

５ 

(1) 

(2) 

－５３－ 
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｢書道Ｉ」の年間指導計画（例）(3) 
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画①llU心・意欲・望皮巌②蕊術的な感受や表現の工夫斑③tW逓的な変現の技術蚕④i匿貸の能力

６質疑応答

問１芸術科として学校設定科目を開設する場合の留意点は何か。

今回の改訂の趣旨を踏まえ、調和のとれた人間形成を図るためにも、各学校における

教育課程の編成に当たっては､芸術四科の設置とＩ～H1を付した科目の開設が望まれる。

さらに、生徒のニーズに対応しつつ、豊かな個性と特色ある学校づくりを進める観点か

ら、芸術科の目標に基づき、積極的に学校設定科目を設置するなどして、生徒が興味・

関心を持ちながら主体的に取り組めるような題材や教材の研究・開発が求められる。

また、実際の授業に当たっては、地域の施設や人材の活用を図つたい少人数指導や

グループ活動を取り入れるなど、授業形態を工夫することも必要である。

－５４－ 

学期 月 時数 元刎〃－ 単、 描導内容（岨材） 価意ＪＩＰ項

評価の観点

斑② ※③ 蚕④

４ 

５ 

６ 

７ 

４ 

６ 

２ 

６ 

４ 

オリエン

テーション

菰字仮名交
じりの宵

(1) 

書遮肌の姪

賞

漢字仮粉交

じりの谷
(2) 

豪刻

･香道の学習について・自分の轡jliI体験について

･自分の目楓について考える

・日常生活と宙

｢手紙・はがき」

･替述展の鋼Eu

･杏近のジヘ･ンルについて

･用具用材について・執筆法について

｢アンパンマンの歌｣、「○○を瓜になる」

･一宇印のlFI1作

・生徒の香道体険を個人カードに

肥入させ、今後の参考とする。

･野口シカ番1Ｗ
･硬筆を含む。

･鑑賞レポートを肥人させる

･鑑賞のマナーについても術導す

る。

・首葉から受けるイメージの表現

･用笠法による鰍圃の迎いに気付

かせる。

･橡々な寄体を鋼ぺる（簡単な韓

nｌｂ含む｡)。

･完成作品の展示と使用の実際

(効果）

Ｃｌ’○’ ’○’ 
’○’○ 
○ 

○ 

’○’○｜ 
’○ 

２ 

８ 

９ 

10 

1１ 

1２ 

２ 

1８ 

８ 

拓本

古典の学習

漢字の秤

(iiI作）

･拓本の見方と採り方

①避合コース

九成宮Eu泉銘

価門遼煙妃

処中帖

Hlj亭序
高野切節三側

六Wjコース

②漢字コース

暦代コース 碩真卿コース

耐PCI造像肥
郎漫下碑

高iI碑

ull亭序

九成樹Ha泉銘

孔子用蛍碑雁

雁解1,1牧序

枯樹賎

顔氏家lW1碑

建中帖

祭姪稿

争座位稿

･少字数による襖字作品の創作

・グループによる牟校周辺での

フィールドワーク

･実物と拓本の述いを比較

･古典の擬餌（匿衡･ガイダンス）

・コース別シラパスのIVE布

･学習カルテに制作の過程と評価

を配入しながら側の課題を明確

にする

･条鯛作品の制作を含む。

･制作カードへの(12入

･古典に基づく我】ULの撫想と工夫
○一○’○ ○’○ ○一○ ○’○’○ 

３ 

１ 

２ 

３ 

1４ 

２ 

漢字仮名交
じりのＵＰ

(3) 

１年のまと

め

゜作品檎成と迎簸のリズム

･近因に蕪づく表現の脚恐と工夫

･作品の喪打ち

｢北の大地に11:さる｣、「二の大空に1m広げ｣、「校歌」

･パネルによる作,H1の校内展示

･制作カードへの腿入

・グループによる合IpillHll作を含む。

･参写作品の畦fｒ

(中Ⅱ１－政・狐【11剋太・会津八

一・良寛・先輩の作dIb）

･Hg材の取材

.、L示きれた作6lbの匿賞及びし

ポート
○’○ 
○ ○ 

○’○ 
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